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本
稿
は
、
ブ
ラ
ン
コ
体
制
二
九
三
九
’
一
九
七
五
）
の
官
製
御
用組合「スペイン組合組織○【彊已目Ｑｏｐの百ｓ８－国のロ，
＆
・
丘
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
ス
ペ
イ
ン
組
合
組
織
」
は
、
ブ
ラ
ン
コ
体
制
下
の
唯
一
の
組
合
と
し
て
、
労
働
統
制
を
行
い
体
制
の
一
翼
を
担
っ
た
が
、
こ
の
組
織
の
指
導
理
念
と
な
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
「
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
ス
ペ
イ
ン
組
合
組
織
」
と
い
う
「
体
制
の
一
要
素
」
の
中
で
ス
ペ
イ
ン
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
「
理
念
」
が
貫
徹
さ
れ
た
の
か
否
か
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
体
制
」
の
中
で
ス
ペ
イ
ン
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
占
め
た
位
地
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
｜
「
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」
の
理
念（１）
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
「
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
」
の
掲
げ
た
イ
デ
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
ス
ペ
イ
ン
組
合
組
織
（
大
谷
）
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
ス
ペ
イ
ン
組
合
組
織オロギー、「国民サンディカリズムロロＱ・目一の冒曰○二ｍ目」
は
、
’
九
三
四
年
十
一
月
に
発
表
さ
れ
た
同
党
の
「
二
七
ケ
条
綱
領
（２）
国『でロロ（○のＱの｝四句向・の］口の］○ｚの」に示されているが、そ
こ
で
は
国
家
至
上
主
義
が
調
わ
れ
る
と
と
も
に
「
わ
れ
わ
れ
の
国
家
は
国
民
的
保
全
事
業
の
全
体
主
義
的
道
具
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
全
ス
ペ
イ
ン
人
が
家
族
・
地
方
共
同
体
・
組
合
の
機
能
を
通
じ
そ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
何
者
も
政
党
を
通
じ
参
加
す
る
こ
と
は
な
い
。
（
第
六
条
）
」
と
し
て
、
組
合
に
政
治
参
加
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
ての役割が与えられている。
第
九
条
で
は
そ
の
組
合
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
が
示
さ
れ
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
を
生
産
者
達
の
一
つ
の
巨
大
な
組
合
と
考
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
社
会
を
国
民
経
済
完
成
の
事
業
の
中
で
各
生
産
分
野
に
お
け
る
垂
直
的
組
合
制
度
大
谷
拓
￣
＝￣
郎
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ま
ず
、
ブ
ラ
ン
コ
体
制
の
起
源
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
つ
い
て、概観することとする。’九一一一六年七月十七日、人民戦
線
政
府
に
反
対
す
る
軍
部
を
中
心
と
し
た
ク
ー
デ
タ
ー
が
発
生
し
た
が
、
早
期
の
権
力
奪
取
は
な
ら
ず
、
内
戦
が
開
始
さ
れ
た
。
内
戦
下
、
ブ
ラ
ン
コ
将
軍
の
権
力
が
拡
大
し
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
は
こ
れに抵抗を示すものの結局は屈する。一九一一一七年四月十九
日
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
内
部
の
権
力
抗
争
に
乗
じ
た
ブ
ラ
ン
コ
は
「
政
党
統
合
令
」
を
発
布
、
反
乱
軍
陣
営
の
全
政
治
勢
力
の
統
合
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
日
ら
そ
の
新
党
「
伝
統
主
義
者
と
Ｊ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
の
ス
ペ
イ
ン
・
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
」
（
以
下
「
Ｆ
Ｅ
Ｔ
フ
ェ
ッ
ト
」
と
称
す
る
）
の
党
首
に
就
任
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
によって集団化するだろう。」
こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、
①
国
家
至
上
主
義
②
職
能
原
理
に
基
づ
く
国
家
③
組
合
を
経
路
と
す
る
国
政
へ
の
参
加
の
三
点
が
、
（３）
抽
出
さ
れ
る
。
こ
れ
を
理
念
と
し
て
の
「
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」
と
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
以
下
で
は
、
果
た
し
て
こ
の
理
念
が
、
ブ
ラ
ン
コ
体
制
の
現
実
の
中
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
、
現
実
の
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
果
た
し
た
役
割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。
法
政
史
学
第
五
十
五
号
二
「
ス
ペ
イ
ン
組
合
組
織
」
の
変
遷
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
が
国
家
政
党
と
な
っ
た
と
は
い
っ
て
も
そ
れ
は
自
力
で
政
権
を
奪
取
し
た
の
で
は
な
く
、
ブ
ラ
ン
コ
に
よ
っ
て
国
家
政
党
の
母
体
と
し
て
選
択
さ
れ
た
と
い
っ
た
ほ
う
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
一九一一一八年一月三十日、第一次ブランコ内閣が成立し
た。このとき、「組合組織・活動省三三ｍ〔の口・ロの○『ぬ目旨‐
囚９．口ヨシ○・一ｓの白＆８｝」が設立され、組合のシステム
（４）
整備を一打うこととされた。
（５）
同年一一一月九日、「労働憲章胃の【・ロの一目【四宮一。」が公布
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
コ
体
制
の
労
働
統
制
の
基
本
軸
が
定
め
ら
れ
た
。
「
労
働
憲
章
」
第
二
条
で
は
、
「
生
産
に
参
加
す
る
す
べ
て
の
要
素
は
国
民
の
至
高
の
利
益
に
従
属
す
る
（
’
－
１
｜
）
」
と
し
て
、
国
民
的
利
害
を
個
別
的
利
害
に
優
先
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
生
産
を
妨
害
す
る
争
議
行
為
は
処
罰
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
（
一
一
’
二
）
、
階
級
的
利
害
を
争
議
行
為
に
よ
り
防
衛
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れた。第一
一
条
で
示
さ
れ
た
「
国
民
の
至
高
の
利
益
」
を
、
誰
が
解
釈
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
は
、
第
一
二
条
で
答
え
が
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
す
べ
て
の
形
態
の
所
有
は
国
家
が
そ
の
解
釈
を
行
う
と
こ
ろ
の
至
高
の
国
民
利
益
に
従
属
す
る
（
一
二
’
一
）
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
国
家
が
そ
れ
を
判
断
す
る
。
第一一一一条では、組合（の日日８（・）システムの基本軸が
二
四
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示
さ
れ
る
。
「
ス
ペ
イ
ン
人
は
労
働
と
生
産
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
組
合組織を構成（一三ｌ｜）」し、「生産の全要素を包含する
国および地方行動支部に編成される（’三’一一）」ものと
さ
れ
た
が
、
「
組
合
は
生
産
に
お
け
る
問
題
の
検
討
に
協
力
し
、
解
決策の提示および労働条件の充足・監視・規制に参加する
（一三’五）」との文一一一一口から明らかなように、これら組合
は
、
階
級
闘
争
の
機
関
で
は
な
く
、
階
級
協
調
の
機
関
と
し
て
の
位
置付けを与えられた。
以
上
、
「
労
働
憲
章
」
の
条
文
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
こ
こ
で
は
国
家
が
解
釈
す
る
「
国
民
の
至
高
の
利
益
」
に
、
全
生
産
要
素
が
従
属
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
先
に
み
た
「二七ケ条綱領」においても、国民的利害を個別的利害に
優
先
さ
せ
て
は
い
た
。
し
か
し
「
誰
が
」
そ
の
国
民
的
利
害
を
解
釈
す
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
明
確
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
か
っ
て
の
、
原
初
的
理
念
と
し
て
の
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
組
合
が
国
政
へ
の
参
加
の
経
路
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
前
述
の
「
二
七
ケ
条
綱
領
」
第
六
条
で
は
、
国
家
は
「
全
体
主
義
的
道
具
」
で
あ
り
「
家
族
・
地
方
（６）
辻〈同体・組〈ロ」を通じ参加するものとされていた。つまり
は、「労働憲章」のいう「国民的利害の解釈」に、「下か
ら
」
の
声
も
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ブランコ体制とスペイン組合組織（大谷）
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
労
働
憲
章
」
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
国
民
（７）
的利聿口はただ国家によってのみ解釈されることとなった。
従
っ
て
、
国
民
的
利
害
を
判
断
す
る
主
体
と
し
て
の
国
家
に
お
い
て、組合がどのような位地を占めることとなったのかが、
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
理
念
の
現
実
化
の
程
度
を
示
す
指
標
と
なるだろう
。
次
に
戦
後
に
「
ス
ペ
イ
ン
組
合
組
織
」
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
組
合
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。
一
九
三
九
年一一一月二十八日、ブランコのマドリード入城で内戦は終結
し
、
以
後
行
政
の
文
民
化
が
進
め
ら
れ
た
。
八
月
に
は
組
合
活
動
が
ＦＥＴに移管され、「スペイン組合組織」が成立する。
以
後
、
こ
の
「
ス
ペ
イ
ン
組
合
組
織
」
の
歴
史
を
、
①
五
○
年
代
中
期
ま
で
の
、
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
（
自
給
自
足
）
政
策
下
の
労
働
統
制
を
担
っ
た
時
期
②
六
○
年
代
中
期
ま
で
の
、
一
連
の
日
由
化
政
策
を
行
っ
た
時
期
③
体
制
末
期
、
労
働
運
動
の
高
揚
に
よ
り
統
制
力
を
喪
失
し
た
時
期
の
三
期
に
分
け
て
み
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。
内
戦
の
終
了
後
、
ブ
ラ
ン
コ
体
制
は
、
対
外
経
済
関
係
の
極
端
な
制
限
と
国
家
に
よ
る
経
済
介
入
・
産
業
規
制
と
を
二
つ
の
柱
と
す
る
１
第
一
期
「
五
○
年
代
中
期
ま
で
」
二
五
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法
政
史
学
第
五
十
五
号
（８）
｛日給自足経済の建設を［日指した。こうしたアウタルキー政
策
は
、
当
初
は
金
融
界
・
産
業
界
・
大
土
地
所
有
者
と
い
っ
た
経
済
的
オ
リ
ガ
ー
キ
ー
に
と
っ
て
も
好
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
後
進
国
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
、
工
業
化
の
推
進
の
た
め
に
は
国
家
権
力
の
介
入
・
後
援
の
必
要
性
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
経
済
界
の
要
求
に
応
え
る
形
で
、
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
経
済
政
策
の
下
で
の
輸
入
代
替
工
業
化
が
推
進
さ
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
労
働
コ
ス
ト
を
低
く
抑
え
る
た
め
の
労
働
統
制
の
制
度
化
は
、
内
戦
の
終
結
に
よ
る
国
家
機
構
の
文
民
化
に
伴
い
加
速
す
る
こ
と
と
な
る
。
’
九
三
九
年
八
月
八
日
、
行
政
部
門
の
再
編
成
が
行
わ
れ
、
組
合
組
織
・
活
動
省
は
解
体
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
組
合
活
動
は
Ｆ
Ｅ
Ｔに移管され、国民運動事務局（の①Ｏ『①白『宙○のロの日三の一
二・二三○三・）に、組合全国代表ｅの｝の、四・］ｏｐＺｐＱｏｐｐ｝
（９）
Ｑのの冒昌・ロ（・のＣｚの）が設置された。
ここに、ＤＮＳを長とする組合組織（○【ぬ目百四Ｏ】Ｓ
ｍ百ｓ８－両の己呂○一四○ｍ向）が成立する。さきの機構改編
に
よ
っ
て
、
組
合
の
全
国
指
導
部
と
、
組
合
行
政
を
担
当
す
る
官
庁
と
が
分
離
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
は
、
組
合
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
的
構
造
を
通
っ
て
下
部
組
合
員
の
声
が
全
国
代
表
部
に
ま
で
達
し
た
と
し
て
も
、
下
部
組
合
員
の
要
求
が
行
政
に
直
接
に
反
映
さ
れ
る
可
能
性
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
宿
願
で
あ
っ
た
組
合
の
国
家
機
関
化
は
確
か
に
達
成
さ
れ
た
が
、
組
合
の
位
置
付
け
は
、
国
家
の
経
済
政
策
を
決
定
す
る
組
合
で
は
な
く
、
国
家
の
経
済
政
策
に
従
う
組
合
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
組
合
組
織
の
み
が
唯
一
国
家
（Ⅲ）
により承認されることを規定した「組合統一法（Ｆの『９の
ロ日ｓＱの曰Ｓ８｝）」（一九四○年一月二十六日）に続き、
一九四○年十二月六日には、「組合構成法Ｐのご□のｏ・ロの（’
一（巳・】Ｓ□の一・ｍのご＆＆（・の）」が定められ、ＯＳＥ傘下の
組
合
の
構
造
が
定
め
ら
れ
、
内
戦
中
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
組
合
シ
ス
テ
ム
の
制
度
化
が
完
成
を
み
る
。
同
法
に
よ
り
、
組
合
は
、
「
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
指
揮
す
る
義
勇
兵
と
し
て
組
織
」
さ
れ
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。
経
営
者
の
加
入
は
強
制
と
さ
（ｕ）
れ
た
が
、
労
働
者
の
加
入
は
原
則
的
に
は
強
制
で
は
な
か
っ
た
。
も
と
よ
り
Ｏ
Ｓ
Ｅ
以
外
の
自
由
な
労
働
組
合
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
以
上
、
選
択
の
余
地
は
存
在
し
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
ず
第
一
に
組
織
す
べ
き
対
象
と
さ
れ
た
の
は
経
営
者
で
あ
り
労
働
者
で
は
な
か
っ
た。組
合
全
国
代
表
（
Ｄ
Ｎ
Ｓ
）
を
頂
点
と
し
て
県
・
地
方
レ
ベ
ル
へ
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
広
が
る
そ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
人
事
権
の
す
べ
て
を
組
合
全
国
代
表
が
握
っ
て
い
る
わ
け
（、）
で
は
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
産
業
別
に
組
織
さ
れ
る
各
組
△
□
の
｜ヱハ
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全
国
首
長
は
、
国
民
運
動
全
国
首
長
（
ブ
ラ
ン
コ
）
が
任
命
す
る
こ
（Ｂ）
と
と
さ
れ
た
。
初
期
の
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
組
織
構
造
に
つ
い
て
み
て
き
た
中
で
、
二
つ
の
特徴を挙げることができる。
第
一
に
、
経
済
を
調
整
す
る
権
力
を
組
合
が
持
た
な
い
、
と
い
う
点
。
各
組
合
の
全
国
首
長
が
、
下
か
ら
の
選
挙
、
ま
た
は
組
合
全
国
代
表
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
ブ
ラ
ン
コ
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
経
済
を
調
整
す
る
権
力
は
組
合
下
部
大
衆
で
も
組
合
全
国
代
表
で
も
な
く
、
ブ
ラ
ン
コ
が
握
っ
て
い
た
。
第
二
に
、
労
働
者
の
力
の
集
中
が
排
除
さ
れ
て
い
る
点
。
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
下
で
は
、
各
労
働
者
は
産
別
の
組
合
に
分
断
し
て
組
織
さ
れ
、
か
っ
て
の
大
労
働
組
合
Ｕ
Ｇ
Ｔ
（
労
働
総
同
盟
）
・
Ｃ
Ｎ
Ｔ
（
全
国
労
働
連
合
）
の
よ
う
な
力
は
持
ち
得
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
実
際
の
権
力
を
持
た
な
い
Ｏ
Ｓ
Ｅ
エ
リ
ー
ト
の
役
割
は
、
「
生
産
分
野
に
お
け
る
政
府
の
政
策
遂
行
を
保
証
す
る
単
な
る
（ｕ）
伝
動
ベ
ル
ト
」
以
上
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
し
、
与
一
え
ら
れ
た
そ
の
よ
う
な
役
割
か
ら
の
逸
脱
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
九
四
一
年
十
一
月
二
十
八
日
に
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
党
機
構
が
再
編
成
さ
れ
、
地
方
レ
ベ
ル
で
も
、
内
務
省
の
統
制
下
に
あ
る
県
知
事
が
Ｆ
Ｅ
Ｔ
県
首
長
を
兼
任
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
Ｆ
Ｅ
Ｔ
地
（旧）
方
組
織
の
独
立
性
は
消
滅
し
た
。
’
九
四
三
年
七
月
十
七
日
に
は
、
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
ス
ペ
イ
ン
組
合
組
織
（
大
谷
）
ＯＳＥの原則が定められた。すなわち、国家指導部（］の｛皇‐
ロ日ロの］ロの菌Ｑ・）の政令により、組合全国代表（ＤＮＳ）
に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
指
揮
系
統
「
命
令
路
線
（
一
日
３
Ｄ
の
日
四
三
・
）
」
と
、
組
合
員
に
よ
る
下
か
ら
の
「
代
表
路
線
（
一
曰
３
（焔）
『のロ『の①の日曰く口）」とが峻別され、両路線ともにＦＥＴの政
（Ⅳ）
治
的
規
律
に
従
属
す
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
同
日
公
布
さ
れ
た
政
令
で
は
、
制
限
的
選
挙
制
度
の
導
入
が
提
起
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
定
め
ら
れ
た
選
挙
制
度
に
お
い
て
一
般
の
組
合
加
入
者
に
許
さ
れ
た
こ
と
は
、
組
合
地
方
代
表
部
に
よ
り
作
ら
れ
た
候
補
者
リ
ス
ト
（旧）
に
基
づ
い
た
間
接
的
な
投
票
行
為
の
み
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
制
度
化
・
官
僚
化
が
完
成
し
、
資
本
寄
り
の
労
働
統
制
と
い
（旧）
う
そ
の
基
本
軸
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
労
働
者
を
統
合
す
べ
き
代
表
制
度
は
、
そ
の
明
ら
か
な
虚
構
性
か
ら
十
分
に
は
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
代
表
制
度
が
機
能
し
始
め
る
の
は
、
ブ
ラ
ン
コ
体
制
が
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
枢
軸
勢
力
の
敗
北
を
乗
り
越
え
て
存
続
し
続
け
る
と
い
う
見
通
し
（ｍ）
が
明
ら
か
と
な
っ
た
、
一
九
四
七
年
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
後
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
は
、
体
制
参
加
の
見
返
り
と
し
て
与
え
ら
れ
る
特
権
的
地
位
を
求
め
て
、
代
表
制
度
を
通
じ
て
労
働
統
制
に
参
加
す
る
下
部
指
導
者
を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
か
く
し
て
、
労
働
者
の
参
二
七
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加
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
制
内
で
の
自
分
た
ち
の
権
力
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
Ｏ
Ｓ
Ｅ
は
、
さ
ら
に
「
代
表
路
線
」
を
拡
大
し
て
ゆ
く
。
一
九
四
七
年
三
月
に
は
、
組
合
選
挙
の
規
定
が
改
め
ら
れ
た
。
候
補
者
へ
の
「
政
治
的
信
頼
性
」
の
要
求
が
排
除
さ
れ
、
組
合
員
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
ポ
ス
ト
は
地
方
団
体
の
長
、
各
県
の
組
合
の
（Ⅲ）
長
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。
ま
た
同
年
八
月
十
八
日
に
は
、
新
た
な
代
表職として「企業審査員（］こ『＆・のＱの向日ロ①の口）」制度
が
導
入
さ
れ
た
。
企
業
審
査
員
は
、
企
業
内
部
に
お
け
る
資
本
・
技
術
・
労
働
の
協
力
を
効
果
的
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
労
働
者
・
企
業
・
Ｏ
Ｓ
Ｅ
・
国
家
を
等
し
く
代
表
し
、
一
定
の
決
定
権
力
（犯）
を与壱えられていた。
こ
う
し
て
、
一
定
の
開
放
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
は
傘
下
の
労
働
者
を
統
制
し
う
る
下
部
指
導
者
の
獲
得
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
「
代
表
路
線
」
の
裾
野
が
拡
大
し
た
こ
と
は
、
そ
の
反
面
で
は
、
代
表
路
線
が
組
合
制
度
自
体
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
反
体
制
派
活
動
家
に
そ
の
門
戸
を
開
放
す
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
が
生
産
過
程
に
お
け
る
実
際
の
権
力
を
与
え
ら
れ
た
際
に
は
、
こ
の
矛
盾
が
表
面
化
す
る
叫
能
性
を
は
ら
ん
で
い
た
。
も
っ
と
も
こ
の
段
階
で
は
、
給
与
と
労
働
条
件
を
決
定
す
る
権
限
は労働省（二亘の（①ロ・ロの一目『四宮一。「組合組織・活動省」
に
か
わ
り
一
九
四
○
年
設
置
）
が
握
っ
て
お
り
、
産
業
問
題
は
労
働
法
政
史
学
第
五
十
五
号
次
に
、
’
九
五
○
年
代
中
期
か
ら
一
九
六
○
年
代
中
期
ま
で
の
、
「
自
由
化
」
の
時
期
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
東
西
冷
戦
の
開
始
は
ス
ペ
イ
ン
を
国
際
的
孤
立
か
ら
救
っ
た
。
経
済
的
門
戸
開
放
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
政
策
は
放
棄
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
労
働
統
制
の
在
り
方
も
見
直
し
が
加
え
ら
れ
た
。
市
場
経
済
制
度
の
導
入
を
課
題
と
し
て
意
識
し
始
め
た
経
済
界
は
、
労
働
者
の
要
求
に
対
し
て
、
抑
圧
的
手
段
よ
り
も
交
渉
に
よ
る
解
決
を
図
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
生
産
性
と
競
争
力
の
向
上
を
第
一
義
的
に
捉
え
る
立
場
か
ら
、
抑
圧
的
解
決
よ
り
も
協
調
的
解
決
の
万
が
低
コ
ス
ト
で
あ
る
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
（型）
る。’九五八年四月、「団体協定法ＦのごＱの○・曰くの曰・の○・｝のＣ‐
ご
く
・
の
」
が
制
定
さ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
労
働
関
係
の
在
り
方
省
管
轄
下
の
労
働
裁
判
所
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
は
政
府
の
産
業
政
策
の
遂
行
を
監
視
す
る
機
能
し
か
（羽）
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
が
反
体
制
派
の
浸
透
に
よ
っ
て
、
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
う
と
い
う
事
態
は
、
経
済
的
門
戸
開
放
に
よ
る
産
業
構
造
の
変
化
に
伴
い
Ｏ
Ｓ
Ｅ
に
大
幅
な
権
限
委
譲
が
行
わ
れ
た
後
の
こ
と
と
な
る
。
２
第
二
期
「
六
○
年
代
中
期
ま
で
」
一
-
八
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は
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
の
第
一
節
に
お
い
て
「
団
体
協
定
は
、
社
会
正
義
の
精
神
、
生
産
統
一
体
・
労
働
共
同
体
の
価
値
、
生
産
率
・
（妬）
生
活
水
準
の
改
善
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
団
体
協
定
を
肯
定
的
に
定
義
す
る
同
法
は
、
賃
金
・
労
働
条
件
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ムを地方・セクターレベルに委譲するものである。（妬）
団体協定の締結は、以下のようにしてなされる。
①
企
業
審
査
員
を
通
じ
て
の
Ｏ
Ｓ
Ｅ
へ
の
申
請
に
よ
り
、
審
理
開
始
②
審
理
委
員
会
内
で
の
労
資
の
直
接
交
渉
③
不
一
致
の
場
合
に
は
労
働
省
代
表
委
員
に
よ
る
調
停
行
為
、
和
解
協
定
締
結
④
こ
れ
も
不
一
致
の
場
合
、
労
働
省
が
命
じ
る
仲
裁
協
定
が
労
働
条
件
決
定
こ
の
よ
う
に
し
て
、
団
体
交
渉
の
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
は
体
制
の
経
済
政
策
の
伝
動
ベ
ル
ト
に
留
ま
っ
て
い
た
Ｏ
Ｓ
Ｅ
に
、
労
資
双
方
を
担
う
真
の
代
表
的
性
格
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
勿
論
、
上
記
の
団
体
協
定
締
結
過
程
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
実
際
に
は
政
府
が
介
入
す
る
権
利
を
留
保
し
て
お
り
、
ま
た
合
意
に
達
し
た
団
体
協
定
は
労
働
省
の
承
認
を
必
要
と
し
（”）
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
限
界
を
有
し
て
は
い
た
も
の
の
、
労
資
の
代
表
に
よ
る
直
接
交
渉
が
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
枠
内
で
認
め
ら
れ
た
こ
と
の
意
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
ス
ペ
イ
ン
組
合
組
織
（
大
谷
）
義
は
大
き
い
も
の
だ
っ
た
。
大
企
業
に
お
い
て
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
介
入
を
招
く
ま
で
も
な
く
、
独
自
の
企
業
内
合
意
が
達
成
さ
れ
て
い
た
が
、
仲
裁
を
要
す
る
争
議
の
（羽）
発
生
件
数
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
各
市
町
村
の
Ｏ
Ｓ
Ｅ
本
部
は
団
体
交
渉
の
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。
’
九
五
九
年
に
始
ま
る
「
経
済
安
定
化
計
向
」
に
よ
っ
て
、
先
進
資
本
主
義
圏
内
で
の
分
業
体
制
に
参
加
す
る
基
盤
を
整
え
た
ブ
ラ
ン
コ
体
制
は
、
経
済
面
で
の
門
戸
開
放
を
一
層
推
進
し
て
ゆ
く
。
そ
の
表１ ｢団体協定法」に基づく交渉数推移
(出典 DiarrioAγγ/bα，１６ｄｅｆｅｂｒｅｒｏｄｅｌ９６３
ｑｕｏｔｅｄｉｎＲａｍｏｎＢｕｌｎｅｓ，Ｄｅｌｓｉｎｄｉｃａｌｉｓｍｏｄｅ
ｒｅｐｒｅｓｉ６ｎａｌｓｉｎｄｉｃａｌｉｓｍｏｄｅｉｎｔｅｇraci6n
HOγjzo"reeSPa刀oJ,21966.ｐ、３２２ｎｏｔａｌ７.）
二
九
年 団体協定数 企業数 労働者数
1958 １ １ 361
1959 179 53,760 427,686
1960 166 44,403 87,084
1961 412 93,949 771,652
1962 1,707 649,446 2,047,383
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際
、
低
廉
か
つ
従
順
な
労
働
力
は
ス
ペ
イ
ン
経
済
に
と
っ
て
強
力
な
武
器
と
な
る
訳
で
あ
り
、
労
働
統
制
は
維
持
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
着
実
な
経
済
成
長
に
伴
っ
て
一
定
限
度
の
「
自
由
化
ｇ
の
Ｈ
三
日
」
も
ま
た
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
労
働
問
題
解
決
の
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
Ｏ
Ｓ
Ｅ
は
、
そ
の
代
表
性
を
拡
大
・
開
放
す
る
施
策
を
次
々
に
打
ち
出
し
て
い
っ
た
。
一
九
六
○
年
七
月
に
は
、
組
合
選
挙
の
規
定
が
改
め
ら
れ
、
「
代
表
路
線
」
の
上
位
職
階
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
下
位
に
お
（羽）
け
る
予
備
選
挙
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
代
表
性
が
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
「
代
表
路
線
」
が
労
働
者
の
要
求
を
十
分
に
反
映
す
る
も
の
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
団
体
協
定
法
」
の
条
文
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
内
部
で
行
わ
れ
る
団
体
交
渉
が
不
調
に
終
わ
っ
た
際
に
は
、
労
働
省
の
命
じ
る
仲
裁
協
定
が
権
威
的
に
労
資
双
方
を
拘
束
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
仲
裁
協
定
が
資
本
寄
り
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
仲
裁
協
定
に
不
服
な
労
働
者
と
政
府
と
が
対
立
し
た
際
に
、
国
家
機
構
で
あ
る
Ｏ
Ｓ
Ｅ
が
ど
ち
ら
の
立
場
に
立
つ
べ
き
で
あ
る
か
も
、
ま
た
明
白
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
「
自
由
化
」
は
、
あ
く
ま
で
も
表
面
的
な
も
の
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
法
政
史
学
第
五
十
五
号
六
二
年
四
月
、
鉱
山
労
働
者
が
団
体
交
渉
の
ル
ー
ル
に
則
っ
て
提
出
し
た
賃
上
げ
要
求
に
対
し
て
、
な
ん
ら
の
回
答
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
ア
ス
ト
ゥ
リ
ァ
ス
で
発
生
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
バ
ス
ク
・
カ
タ
ロ
ニ
ァ
・
バ
レ
ン
シ
ア
へ
と
拡
大
し
、
五
月
の
初
め
に
は
一
○
万
人
か
ら
一
五
万
人
が
参
加
す
る
大
規
模
な
も
の
へ
（釦）
と発展していった。
自
由
化
に
関
し
て
は
、
こ
の
年
に
も
う
一
つ
重
要
な
決
定
が
下
さ
れ
た
。
’
九
六
二
年
九
月
二
１
日
の
政
令
に
よ
っ
て
刑
法
が
修
正
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
は
国
家
に
対
す
る
反
逆
と
さ
れ
て
い
た
ス
ト
ラ
イ
キ
が
、
「
非
政
治
的
目
的
」
の
も
の
に
限
り
、
合
法
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
団
体
協
定
法
」
に
よ
り
、
不
十
分
な
が
ら
も
団
体
交
渉
の
権
利
を
認
め
ら
れ
た
労
働
者
は
、
こ
こ
に
ス
ト
ラ
イ
キ
の
権
利
を
も
回
復
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
状
が
追
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
以
後
（、）
争
議
行
為
は
ま
す
ま
す
頻
発
し
て
ゆ
く
。
団
体
協
定
の
締
結
を
斡
旋
す
る
権
力
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
「
代
表
路
線
」
の
門
戸
を
開
放
し
続
け
る
Ｏ
Ｓ
Ｅ
に
対
し
て
、
反
体
制
派
労
働
運
動
の
側
は
一
九
六
三
年
の
組
合
選
挙
に
お
い
て
自
ら
の
代
表
を
送
り
込
む
こ
と
に
成
功
す
る
。
労
働
運
動
の
浸
透
が
続
く
中
、
一
九
六
四
年
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回組合大会（○・口四のの・の】己－８｜）では、ＯＳＥの機構が
大
き
く
改
編
さ
れ
た
。
全
国
・
県
レ
ベ
ル
で
、
労
働
者
と
経
営
者
を
三
○
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別
個
に
代
表
す
る
「
評
議
会
８
口
の
ａ
・
」
が
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
内
で
、
労
働
者
・
経
営
者
の
自
治
が
承
認
さ
れたことを意味する。
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
垂
直
（
産
別
）
組
合
は
、
同
一
産
業
内
に
お
け
る
労
資
双
方
を
等
し
く
代
表
し
、
利
益
の
調
整
を
図
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。
現
実
と
し
て
は
資
本
の
利
益
が
第
一
に
重
視
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
理
念
は
一
度
も
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
建
て
前
と
し
て
は
そ
う
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
そ
の
理
念
は
遂
に
消
失
す
る
。
労
働
者
・
経
営
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
的
利
害
の
代
表
が
、
制
度
的
に
保
証
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
組
合
の
「
口
由
化
」
は
、
遂
に
階
級
闘
争
の
止
揚
と
い
う
、
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
理
念
の
重
要
な
部
分
を
捨
て
去
り
、
労
資
の
階
級
口
治
を
承
認
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
改
革
に
よ
っ
て
Ｏ
Ｓ
Ｅ
指
導
部
が
期
待
し
た
こ
と
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
に
労
働
者
が
要
求
す
る
代
表
性
を
与
え
、
彼
ら
を
統
合
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
実
際
、
地
方
に
お
い
て
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
労
働
統
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
未
だ
に
影
響
力
を
有
し
て
お
り
、
当
時
の
労
働
運
動
を
め
ぐ
る
対
立
と
協
力
の
関
係
は
、
奇
妙
な
構
図
を
描
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
官
僚
と
旧
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ス
ト
が
官
製
組
合
組
織
を
支
配
す
る
一
方
で
、
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ス
ト
革
命
は
裏
切
ら
れ
続
け
た
と
信
ず
る
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
純
理
派
が
、
反
体
制
派
労
働
運
動
に
合
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
ス
ペ
イ
ン
組
合
組
織
（
大
谷
）
「
口
巾
化
」
路
線
の
破
棄
と
、
弾
圧
へ
の
転
換
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
に
と
っ
て
、
｜
っ
の
時
代
の
終
わ
り
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
後
、
再
び
「
代
表
路
線
」
を
閉
ざ
し
た
Ｏ
Ｓ
Ｅ
は
、
反
体
制
派
の
浸
透
か
ら
日
由
に
な
っ
た
こ
と
と
引
き
替
え
に
、
労
働
者
を
統
合
す
る
力
を
失
っ
て
ゆ
く
。
Ｏ
Ｓ
Ｅ
へ
の
浸
透
・
内
部
か
ら
の
変
革
と
い
う
見
通
し
が
立
た
な
く
な
っ
た
労
働
運
動
は
、
必
然
的
に
そ
の
自
律
性
を
強
め
、
ま
た
尖
鋭
化
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
労
働
運
動
の
高
揚
と
、
そ
れ
に
起
因
す
る
社
会
不
安
に
つ
い
て
論
じる前に、一九六七年一月公布の「国家組織法Ｐの】○局‐
（羽）
ロヨ・ロロの一両の白Ｑ・」について述べることとしたい。「フラ
（犯）
流
す
る
事
態
す
ら
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
自
由
化
」
の
時
期
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
も
は
や
一
方
的
な
力
に
よ
る
弾
圧
で
は
抑
え
き
れ
な
く
な
っ
て
き
た
労
働
者
の
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
枠
内
で
の
統
合
が
試
み
ら
れ
た
時
期
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
．
し
か
し
、
六
六
年
組
合
選
挙
の
結
果
ｌ
反
体
制
派
労
働
運
動
の
席
巻
ｌ
を
受
け
て
、
「
自
由
化
」
さ
れ
た
Ｏ
Ｓ
Ｅ
を
基
囎
と
す
る
新
た
な
社
会
、
と
い
う
楽
観
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
捨
て
去
ら
れ
、
労
働
運
動
は
再
び
激
し
い
弾
圧
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
となる。
３
第
三
期
「
終
末
期
」
一
一
二
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ン
．
以
後
」
を
見
越
し
た
国
家
組
織
の
在
り
様
を
総
合
的
に
規
定
す
る
同
法
は
ま
た
、
そ
れ
以
前
の
基
本
法
を
改
正
す
る
も
の
で
も
あ
つ
（弘）
たか蕾ｂである。
こ
の
「
国
家
組
織
法
」
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
改
正
が
行
わ
れ
た
か
、
「
労
働
憲
章
」
に
つ
い
て
見
る
こ
と
と
し
た
い
。
改
正
前
の
「
労
働
憲
章
」
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
争
議
行
為
は
（妬）
「
国
家
に
対
す
る
犯
罪
」
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
「
経
済
的
」
ス
ト
ラ
イ
キ
が
一
九
六
二
年
に
合
法
化
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
、
改
正
後
の
「
労
働
憲
章
」
に
お
い
て
は
、
「
深
刻
に
（
傍
点
引
用
者
）
生
産
を
妨
害
、
あ
る
い
は
侵
害
す
る
個
人
的
な
い
し
は
集
団
的
行
為
は
法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
（
第
一
一
条
第
二
項
）
」
と
、
こ
の
規
定
も緩和された。
「
垂
直
組
合
」
と
い
う
観
念
の
後
退
も
ま
た
顕
著
だ
っ
た
。
’
九
三
八
年
版
「
労
働
憲
章
」
に
は
、
「
垂
直
組
合
は
、
そ
れ
に
よ
り
国
家
が
そ
の
経
済
政
策
を
遂
行
す
る
と
こ
ろ
の
、
国
家
に
奉
仕
す
る
道
具である」と、宣一一一一口する第一二条四項が存在したが、改正
（妬）
に
よ
り
こ
の
項
目
は
削
除
さ
れ
た
。
そ
れ
に
か
わ
り
、
組
合
内
部
で
の
各
階
級
の
自
治
が
調
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
経
営
者
と
労
働
者
を
別
個
に
代
表
す
る
、
一
九
六
四
年
の
「
経
営
者
・
労
働
者
評
議
会
」
の
創
設
に
始
ま
る
動
き
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
改
正
後
の
労
働
憲
章
第
一
三
条
三
項
は
、
「
組
合
内
法
政
史
学
第
五
十
五
号
で
は
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
形
態
で
、
経
営
者
・
技
術
者
・
労
働
者
の各々の職能連合（少の・・己９．口のの）が形成される。この
連
合
は
各
々
の
特
有
の
利
益
防
衛
の
た
め
に
、
そ
し
て
組
合
活
動
お
よ
び
組
合
を
通
じ
て
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
生
活
に
お
け
る
共
同
体
の
任
務
へ
の
参
加
の
た
め
の
、
自
由
で
代
表
制
の
手
段
と
し
て
組
織
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
、
何
よ
り
も
同
氏
的
利
益
を
重
視
し
、
｜
枚
岩
的
に
支
配
さ
れ
る
組
合
と
い
う
観
念
を
修
正
し
て
い
る。か
く
し
て
、
体
制
の
制
度
的
再
編
成
に
よ
っ
て
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
・
垂
直
組
合
は
も
は
や
国
家
の
道
具
と
し
て
定
義
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
組
合
職
員
が
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
主
義
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
規
（師）
定
も
廃
さ
れ
た
。
以
後
、
個
別
利
祐
を
代
表
す
る
諸
職
能
団
体
の
連
合
体
と
し
て
の
性
格
を
、
組
合
は
強
め
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
こ
の
「
自
由
化
」
路
線
は
、
前
述
の
よ
う
に
労
働
運
動
が
組
合
エ
リ
ー
ト
の
予
想
し
た
枠
組
み
を
越
え
て
拡
大
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
放
棄
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
労
働
運
動
の
側
は
、
尖
鋭
化
し
、
一
九
六
七
年
以
降
は
、
労
働
運
動
の
送
り
込
ん
だ
職
場
代
表
が
追
放
さ
れ
た
こ
と
へ
の
同
情
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
る
と
か
、
メ
ー
デ
ー
記
念
デ
モ
と
い
っ
た
よ
う
に
、
争
議
行
為
の
（犯）
政
治
色
が
強
ま
っ
て
ゆ
く
。
’
九
六
七
年
十
二
月
、
労
働
運
動
の
弾
圧
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
￣
一
－
一
一
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る
。
十
二
月
二
日
に
下
さ
れ
た
最
高
裁
判
所
の
判
決
は
、
「
政
治
的
目
的
」
以
外
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
合
法
と
し
て
刑
法
第
二
一
三
条
を
修
正
し
た
一
九
六
二
年
九
月
二
十
日
の
政
令
に
は
、
手
続
き
上
の
問
題
（羽）
が
あ
る
と
し
、
労
働
運
動
弾
圧
に
法
的
根
拠
を
与
》
え
る
も
の
で
あ
っ
た。弾
圧
と
併
行
し
て
、
も
は
や
時
代
遅
れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
観
の
あ
る
組
合
の
シ
ス
テ
ム
を
現
実
に
適
応
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
も
進
められた。「国家組織法」により、「労働憲章」が改正され
た
こ
と
を
受
け
て
、
組
織
改
革
を
具
体
化
す
る
新
た
な
立
法
が
一
九
六
八
年
の
第
四
回
組
合
集
会
の
議
題
と
な
り
、
組
合
集
会
は
十
月
三
日
に
、
改
正
労
働
憲
章
の
定
め
た
枠
組
み
に
沿
う
答
申
を
コ
ル
テ
ス
に
上
申
し
た
。
こ
の
答
申
を
下
敷
き
と
し
て
、
閣
僚
会
議
で
法
案
が
審議され、’九七一年二月十七日の「組合法Ｐの］の一己‐
（㈹）
一
・
巴
」
公
布
に
至
る
こ
と
と
な
る
。
以
下
、
こ
の
「
組
合
法
」
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。
「組合法」は、その前文において、職能団体（○局目一目・‐
」・ロ①の勺『・｛①の］・ロ巴のの）・組合・ＯＳＥの一一一つを、組合制度
の
構
成
要
素
と
し
て
挙
げ
る
が
、
各
構
成
要
素
の
性
格
が
職
能
団
体
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
と
恩
（似）
われる。
ま
ず
組
合
は
、
職
能
団
体
間
の
利
益
を
調
整
す
る
と
と
も
に
共
通
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
ス
ペ
イ
ン
組
合
組
織
（
大
谷
）
の
利
益
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
職
能
団
体
間
の
協
力
の
組
織
と
し
て
再
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
Ｏ
Ｓ
Ｅ
も
ま
た
、
組
合
レ
ベ
ル
で
は
職
能
団
体
間
の
、
国
家
的
領
域
で
は
職
能
団
体
と
政
府
間
の
協
調
の
組
織
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
各
階
級
の
個
別
利
益
を
代
表
す
る
職
能
団
体
こ
そ
が
、
組
合
制
度
の
基
本
軸
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
組
合
活
動
の
目
的
は
、
個
人
的
・
集
団
的
・
共
同
体
的
価
値
の
完
全
な
均
衡
の
達
成
に
あ
る
（
前
文
）
」
と
し
て
、
階
級
的
利
益
の
制
限
が
語
ら
れ
は
す
る
も
の
の
、
「
均
衡
の
達
成
」
と
い
う
そ
の
表
現
は
、
国
民
的
利
益
へ
の
個
別
利
益
の
従
属
を
説
い
て
い
た
、
か
っ
て
の
国
家
至
上
主
義
的
な
文
言
か
ら
、
大
き
く
後
退
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
組
合
法
」
に
お
い
て
、
組
合
内
部
に
お
け
る
各
階
級
の
□
拾
拡
大
が
目
指
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
「
自
治
」
の
性
格
如
何
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
自
治
は
、
生
産
者
自
治
と
国
家
機
（蛆）
構
、
単
産
者
の
経
済
規
制
と
同
家
の
経
済
的
介
入
を
等
置
す
る
、
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
理
念
の
復
活
と
し
て
解
釈
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
か
が
、
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
次
の
二
点
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
①
生
産
者
に
よ
る
経
済
調
整
と
、
国
家
に
よ
る
経
済
へ
の
介
入
と
＝二
＝
－
－
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を
等
置
す
る
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
理
念
が
復
活
を
遂
げ
た
か
。
換
言
す
れ
ば
、
組
合
は
政
策
決
定
過
程
に
参
加
可
能
か
。
②
組
合
内
職
能
団
体
に
よ
る
各
階
級
の
自
治
を
制
度
的
に
保
証
す
る
、
上
部
組
織
と
し
て
の
組
合
の
民
主
化
は
達
成
さ
れ
た
か
。
以
下
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
「
組
合
法
」
の
条
文
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。
第一一一条は、職能団体と、構成・連携機関（○『ぬ四口・のＱの
８日己・の一・一○口『８．己ヨロｇｏご）である組合との関係につ
いて述べる。経営者・技術者・労働者の職能集団（缶、日マ
ロロ・ロ①の）・職能連合（少の○・国９．口のの）・職能同盟（□三○口）
（蛆）
は
職
能
団
体
で
あ
り
、
構
成
員
の
利
益
の
代
表
と
防
衛
と
を
目
的
と
し
、
自
由
に
選
挙
さ
れ
た
代
表
に
よ
り
指
導
さ
れ
る
（
第
三
条
第
一
項
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
職
能
団
体
間
の
利
益
を
調
整
し
、
共
通
利
益
を
代
表
す
る
構
成
・
連
携
機
関
（
Ⅱ
組
合
）
は
、
臼
巾
に
選
挙
さ
れ
た
代
表
を
通
じ
て
経
営
者
・
技
術
者
・
労
働
者
に
介
入
す
る
（
第
一一一条第二項）。回者ともに、下部大衆の選挙による代表制
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
組
合
に
よ
る
上
か
ら
の
統
制
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
上
部
組
織
で
あ
る
組
合
が
真
に
民
主
化
さ
れ
な
い
限
り
は
、
職
能
団
体
に
よ
る
階
級
自
治
は
形
式
的
な
も
の
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
第
八
条
で
は
組
合
員
の
権
利
が
規
定
さ
れ
、
こ
こ
に
集
会
の
臼
法
政
史
学
第
五
十
五
号
由
・
団
結
権
な
ど
が
承
認
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
組
合
員
の
義
務
に
つ
い
て
定
め
る
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
、
上
か
ら
の
命
令
へ
の
服
従
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
下
部
組
織
に
お
け
る
民
主
化
が
内
実
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
は
、
上
部
組
織
の
民
主
化
次
第
で
あ
っ
た
点
は
、
第
三
条
の
場
合
と
同
様
で
ある。第二四条は、組合を、「国民共同体の目的達成のための、
経
済
的
・
社
会
的
・
職
業
的
利
益
の
経
路
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
利
益
を
代
表
す
る
」
（
第
二
四
条
第
二
項
）
も
の
と
し
て
定
義
す
る
。
改
正
前
の
「
労
働
憲
章
」
に
お
い
て
は
「
国
家
に
奉
仕
す
る
道
具
」
と
定
義
さ
れ
て
い
た
組
合
は
、
こ
こ
で
は
統
制
色
を
弱
め
、
下
部
労
働
者
大
衆
の
声
を
国
政
へ
と
反
映
さ
せ
る
経
路
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
「
経
路
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
組
合
は
、
実
際
に
下
部
労
働
者
大
衆
の
声
を
政
策
決
定
過
程
へ
と
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
二
七
条
に
示
さ
れ
る
組
合
の
任
務
の
内
、
体
制
の
政
策
決
定
過
程
へ
の
参
加
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ま
ず
労
働
条
件
の
最
低
基
準
決
定
へ
の
参
加
（
第
二
七
条
第
六
項
）
で
あ
る
が
、
労
働
行
政
の
分
野
に
お
い
て
は
、
労
働
省
が
常
に
Ｏ
Ｓ
Ｅ
に
優
越
す
る
権
力
を
も
っ
て
い
た
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
生
産
上
の
問
題
の
解
決
策
提
示
（
第
一
一
項
）
・
市
場
の
集
中
の
調
整
へ
の
参
加
（
第
一
二
項
）
は
、
政
策
決
定
へ
の
=＝￣
四
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積
極
的
な
参
加
と
い
う
よ
り
は
、
諮
問
機
関
的
な
在
り
よ
う
を
想
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
組
合
の
政
策
決
定
過
程
へ
の
参
加
は
、
限
定
的
な
も
の
に
留
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
組
合
の
役
割
が
諮
問
的
な
も
の
に
留
ま
る
以
上
、
政
策
決
定
過
程
に
お
い
て
、
資
本
に
有
利
な
選
択
を
妨
げ
る
も
の
は
な
い
。
さ
き
に
整
理
し
た
二
つ
の
問
題
点
の
内
、
「
組
合
は
政
策
決
定
過
程
に
参
加
可
能
か
」
と
い
う
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
組
合
の
任
務
に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
否
定
的
な
結
論
が
得
ら
れ
た
。
次
に
、
第
二
の
問
題
点
「
組
合
の
民
主
化
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い。第
二
八
条
．
二
九
条
は
、
組
合
の
指
導
機
関
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
組
合
の
管
理
と
運
営
は
、
組
合
議
長
と
人
評
議
会
に
よ
り
な
さ
れ
る
（
第
二
八
条
第
一
項
）
。
組
合
の
最
高
機
関
で
あ
る
大
評
議
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
数
の
「
労
働
者
・
技
術
者
同
盟
」
代
表
と
、
「
経
営者同盟」代表から構成される（第二八条第三項）。
こ
の
大
評
議
会
が
、
全
体
の
４
分
の
３
の
賛
成
票
に
よ
り
組
合
議
長を選出し、組合関係相（二三の可・口の宛の一四口・ロのｍの日＆‐
（“）
。＆①の）がこれを任命する（第二九条第一項）こととなる。
組
合
の
全
国
指
導
者
が
、
ブ
ラ
ン
コ
に
よ
る
任
命
か
ら
、
労
使
同
数
の
大
評
議
会
に
よ
る
投
票
で
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
点
は
、
民
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
ス
ペ
イ
ン
組
合
組
織
（
大
谷
）
主
的
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
議
長
選
出
の
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
は
四
分
の
三
の
賛
成
票
と
高
く
設
定
さ
れ
て
い
た
。
大
評
議
会
に
お
い
て
組
合
議
長
を
選
出
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
に
は
、
組
合
関
係
相
が
こ
れ
を
指
名
す
る
（
第
二
九
条
第
二
項
）
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
実
際
の
組
合
指
導
部
の
民
主
化
の
程
度
に
は
疑
問
符
を
付
け
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
し
て
、
第
二
の
論
点
に
つ
い
て
も
否
定
的
な
結
論
が
得
ら
れ
る
。
「
組
合
法
」
は
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
理
念
を
復
活
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
職
能
団
体
に
よ
る
階
級
自
治
も
ま
た
、
制
度
的
に
保
障
さ
れ
な
い
虚
構
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
（妬）
だろう。
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
制
度
化
は
当
初
か
ら
、
そ
の
理
念
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
生
産
者
自
治
と
国
家
機
構
と
の
等
置
で
は
な
く
国
家
機
構
の
一
方
的
優
位
と
い
う
、
内
戦
中
に
定
め
ら
れ
た
基
本
軸
は
、
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
慈
父
の
如
き
国
家
を
代
表
し
て
生
産
者
間
の
紛
争
を
調
停
す
る
と
い
う
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
原
理
が
時
代
錯
誤
の
も
の
と
な
っ
た
七
○（妬）
年
代
に
お
い
て
も
、
そ
の
基
本
軸
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ことは、「組合法」の条文からも明らかである。
そ
の
門
戸
を
閉
ざ
し
、
労
働
者
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
Ｏ
Ｓ
Ｅ
は
、
労
働
者
に
対
す
る
統
制
力
を
喪
失
し
て
ゆ
く
。
ペ
イ
五
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ン
の
挙
げ
る
デ
ー
タ
に
従
い
、
ス
ト
ラ
イ
キ
件
数
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
表
２
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
発
生
が
常
態
化
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
労
働
運
動
の
高
揚
は
、
も
は
や
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
表
面
的
な
改
革
に
よ
っ
て
は
何
ら
の
影
響
も
与
え
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ｏ
Ｓ
Ｅ
の
統
制
力
が
衰
退
し
た
こ
と
に
伴
い
、
政
府
が
労
使
関
係
へ
の
介
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
九
七
四
年
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
労
働
者
の
ほ
と
ん
ど
半
数
が
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
に
よ
る
交
渉
が
破
綻
し
た
後
に
政
府
が
定
め
た
強
制
的
（灯）
裁
定
金
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
。
一
九
七
五
年
十
一
月
二
十
日
、
ブ
ラ
ン
コ
が
八
二
歳
で
死
去
し
た
後、十二月十一一一日に即位したファン・カルロスー世は、体
制
の
民
主
化
政
策
を
進
め
た
。
’
九
七
七
年
に
は
、
労
働
者
の
ス
ト
ライキ権承認（一一一月四日）、国民運動解散（四月一日）、全
労
働
組
合
合
法
化
（
四
月
二
十
四
日
）
、
勅
令
法
に
よ
る
Ｏ
Ｓ
Ｅ
廃
止
（
六
月
二
日
）
と
、
矢
継
ぎ
早
に
民
主
化
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
こ
こ
に
ｏ
Ｓ
Ｅ
の
歴
史
は
終
わ
り
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。
以
上
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
歴
史
を
二
期
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
つ
い
て
そ
の
在
り
方
を
見
て
き
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｅ
と
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
「
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」
は
、
制
度
化
さ
れ
現
実
化
す
る
中
で
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
法
政
史
学
第
五
十
五
号
表２１
件数
402件
２３６
４５９
８１７
６０１
６８８
８１１
１１９３
８５５
１５６８
967～1976年のフ
ミ
ストライキ数工鶚雨一Ⅲ｜凹牒一川一Ｍ両 ’一二ハ
年 参加労働者数 喪失労働時間
1967年 27万2964名 245万6100時間
1968 236 111万4355 222万4100
1969 459 17万4719 554万9200
1970 817 36万6146 695万９００
1971 601 26万6453 818万6500
1972 688 30万4725 746万9400
1973 811 44万1042 1112万２５１
1974 1193 62万5971 1818万8895
1975 855 55万6371 1035万5170
1976 1568 363万8952 1億1001万6240
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1967-1975年のストライキ
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
ス
ペ
イン組合組織（大谷）
■ｽﾄﾗｲｷ件数
■参加労働者数(千人）
圃喪失労働時間(万時間）
２０００
1750
1500
1250
1000
７５０
５００
２５０
０
６７６８６９７０７１７２７３７４７５
(出典：ＯＳＥｄａｔａｉｎＷＬ、Bernecker，，，DieArbeiterbewegungunterdem
Franquismus.”ｉｎ：ＤｊｅｇＵ/ze〃Ｄｙ"α〃んＡ"toγ加花γＤ伽ａｔ"形",Munich,1982,
ｐ、131．ｑｕｏｔｅｄｉｎ：StanleyGPayne，ＴｈｅＦｍ"coRCg伽ｅＺ〃９１９乃,Madison，
1987.ｐ､555.ｔａｂｌｅ２Ｌ１）
結局のところ、国民サンディカリズムの理念のうち、第
三の点「国政への労働者大衆の直接参加を則能とする組
合」が実現されることはなかった。中立的普遍的であるは
ずの国家の介入は、実際には労働者大衆の声を反映しない
ままに、支配階級としての金融工業大ブルジョア・地主の
利益に沿った形で運用されることとなった。ファシズム運
動の掲げていたある種の「理念」が、制度化の過程で換骨
奪胎される現象は、スペインに限らず見られるものではあ
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
場
合
に
は
そ
の
変
質
の
原
因
は
何
よ
り
も
そ
の
制度化が進められた状況Ⅱスペイン内戦に求められるべき
であろう。
内戦下、支配階級によってファランヘが新体制の国家政
党の母体として選択された。これはあくまでも支配階級の
側の選択であって、自立した政治運動としてのファランヘ
が独力でその地位を獲得したのではなかったことは留意さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
虚
構
性
を
覆い隠したのも、また内戦であった。内戦の集団的記憶
（蛆）
が、体制に反対する行動を制約し、疲弊した経済は、国家
統制を正当化した。この中央集権的経済統制を行う国家機
三
「
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」
の
役
割
＝￣
七
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構
も
ま
た
、
戦
時
機
構
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
も
の
だ
っ
た
。
戦
時
機
構
に
お
い
て
は
、
当
然
に
軍
事
的
勝
利
が
最
優
先
さ
れ
る
。
そ
の
巾
で
生
産
の
効
率
を
妨
げ
る
要
素
は
排
除
さ
れ
、
組
合
は
労
働
に
秩
序
を
も
た
ら
す
警
察
的
手
段
へ
と
転
化
す
る
。
生
産
者
自
治
に
対
す
る
国
家
機
構
の
優
越
と
い
う
、
内
戦
中
に
定
め
ら
れ
た
基
本
軸
が
、
ブ
ラ
ン
コ
体
制
に
お
け
る
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
現
実
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
内
戦
後
に
は
体
制
の
「
文
民
化
」
が
開
始
さ
れ
る
が
、
軍
人
的
思
考
の
産
物
で
あ
る
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
政
策
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
五
○
年
代
中
期
ま
で
は
内
戦
期
の
継
続
と
い
う
性
格
を
も
持
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
創
設
さ
れ
た
Ｏ
Ｓ
Ｅ
に
期
待
さ
れ
た
役
割
は
、
労
働
統
制
の
道
具
と
い
う
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
労
働
統
制
は
、
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
政
策
に
よ
り
体
制
が
閉
じ
た
世
界
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
五
○
年
代
中
盤
以
降
本
格
化
す
る
体
制
の
門
戸
開
放
に
従
っ
て
労
働
統
制
の
在
り
方
も
ま
た
変
化
し
て
ゆ
か
ざ
るを得ない。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
経
済
的
合
理
性
に
則
っ
た
労
働
政
策
を
必
要
と
す
る
資
本
の
要
請
に
し
た
が
い
、
’
九
五
八
年
以
降
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
に
よ
る
労
働
統
制
も
「
自
由
化
」
の
局
面
を
迎
え
る
。
支
配
階
級
に
と
っ
て
の
組
合
の
「
自
由
化
」
と
は
、
労
働
者
へ
の
一
定
限
度
の
譲
法
政
史
学
第
五
十
五
号
歩
に
よ
る
労
働
運
動
の
沈
静
化
・
生
産
性
の
増
加
を
目
的
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
組
合
エ
リ
ー
ト
に
と
っ
て
の
「
自
由
化
」
と
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
に
労
働
者
が
要
求
す
る
代
表
性
を
与
え
、
こ
れ
に
労
働
者
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
権
力
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
’
九
五
八
年
の
「
国
民
運
動
原
則
法
」
に
お
い
て
、
組
合
が
国
政
へ
の
参
加
の
経
路
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
政
策
決
定
過
程
へ
の
参
加
を
保
障
す
る
制
度
が
作
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
「
自
由
化
」
が
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
原
初
的
理
念
へ
の
回
帰
志
向
を
も
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
自
由
化
政
策
の
限
界
を
も
明
ら
か
とする。
「
自
由
化
」
は
、
そ
の
虚
構
性
ゆ
え
に
支
配
階
級
の
意
図
し
た
効
果
を
発
揮
せ
ず
、
か
え
っ
て
「
自
由
化
」
の
果
実
で
あ
る
代
表
制
度
の
開
放
を
通
じ
て
の
労
働
運
動
の
浸
透
と
い
う
結
果
を
招
い
た
。
一
九
六
六
年
の
組
合
選
挙
に
お
い
て
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
下
部
「
代
表
路
線
」
が
、
ブ
ラ
ン
コ
体
制
の
労
資
関
係
の
枠
組
み
自
体
を
否
定
す
る
勢
力
に
席
巻
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
直
面
し
た
Ｏ
Ｓ
Ｅ
は
、
「
自
由
化
」
路
線
を
放
棄
し
、
労
働
運
動
弾
圧
の
警
察
的
手
段
へ
と
転
化
す
る
。
以
後
の
Ｏ
Ｓ
Ｅ
は
、
労
働
運
動
の
弾
圧
と
、
組
織
構
造
を
時
代
に
適
応
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
と
を
同
時
並
行
的
に
進
め
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
経
済
発
展
に
伴
う
格
差
の
拡
大
へ
の
不
満
を
原
動
力
と
す
る
労
八
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働運動の台頭を抑えることはできなかった。
以上、ＯＳＥの役割を簡単に振り返ってみた。結論とし
ては、ＯＳＥは、資本寄りの立場からの労働統制、労働の
資本への従属という体制の基本軸を保証するための機構と
して用いられた。従って、そのイデオロギーである国民サ
ンディカリズム（生産者自治Ⅱ組合を通じての国政への参
加）は、この基本軸を粉飾する役割を担ったといえるだろ
う。だが、この基本軸は、軍事的勝利がすべてに優先する
戦時下という、特殊な状況下で定められたものであるだけ
に、経済的合理性が追求される平時においては変わって行
かざるを得ないものであった。結局のところ、労働統制が
アウタルキー政策という、自己完結した閉じた世界でしか
有効に機能しなかった原因は、この点に求められる。
ブランコ体制においてスペイン・ファシズムは二つの役
割を担った。労働統制とプロパガンダである。小論では、
その内の労働統制について概観したわけだが、これはあく
までも法制度上の分析に留まるものであり、労働現場の実
態面での検証や、農村組合に関しての言及を欠くものであ
ることは言うまでもない。今後は、これらの局面について
の研究が、ブランコ体制を支えた一ファクターとしてのス
ペ
イ
ン
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
必
要
と
な
ブランコ体制とスペイン組合組織（大谷）
るだろう。
註（１）「ファランヘ」に含まれる、あるいは合流する政治運動
は、以下のように四つに分類することができる。
①ＪＯＮＳ（国民サンディカリスト攻撃会議］目白のＱの
○ｍのロのゴロ三四ｇｏ目｝の白ｓ８ニの白）’一九一一二年十月一日
結成。②スペイン・ファランヘ（ご｝目、の房己目・一口）’
一九三一一一年十月二十九日結成。③国民サンディヵリスト攻
撃会議のスペイン・ファランヘ（宙一目、の房□目・｝ロロの
一口の］■ご日の○【①ロの弓四三四口。ご巴の白ｓｏ四二の国）（同国Ｑの］口の
］○三の）’’九一一一四年一一一月十四日、①と②が合同。④伝統
主義者とＪＯＮＳのスペイン・ファランヘ（ＦＥＴ（恵一‐
四コ、①国のロロリ○一四日ＨｍｓＱｏｐ巴】の白ごＱの一回の］巨口（口のＱの。〔のロの‐
ゴロ三四ｇｏ目｝のごＳ８｝】の白）’’九一一一七年四月十九日、
「政党統合令」により③と伝統主義者（カルロス党）が合
同。但し、一九四三年九月一一十一一一日の指令により、これを
「政党」と呼ぶことは禁止され、以後は「国民運動」ある
いはＦＥＴと呼ばれた。の白ご｜の】○・審目の。この、己菖８
用侭言の』畠ロムや忌・二四ｓの。□（三ｍ８口のご）」受『も』胃
以下、「政党統合令」公布後のファランヘについては、
ＦＥＴと表記する。
＝￣
九
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（２）の三国の】句【＆のＲニシニ屋【Ｏ・｝の②・田ご言８＆昏巨貴
伊・己・Ｐ］君□（」の（・＆・］Ｃ圏）》ｂｂ」ロニー」ヨ。但し、同書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
綱
領
は
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
「
二
六
ケ
条
綱
領
」
で
あ
り
、
「
二
七
ケ
条
綱
領
」
か
ら
他
勢
力
と
の
提
携
を
拒
否
す
る
第
酊
条
を
削
除
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
二
七
ケ
条
綱
領
の
引
用
は
第
二
七
条
を
除
き
同
書
に
よ
る
。
（
３
）
拙
稿
「
労
働
憲
章
と
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
ー
フ
ラ
ン
コ
体
制
の労働統制についてｌ」「秋大史学」四四号、一九九八年、
四五’四六頁。
（
４
）
Ｓ
・
Ｇ
・
ペ
イ
ン
、
小
箕
俊
介
訳
『
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
党
ｌ
ス
ペ
イ
ン
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
歴
史
』
れ
ん
が
書
房
新
社
、
一
九
八
一
一
年
、
二
二七頁。
（５）甸巨のＨｏＱの一日国ウロ一○Ｑの》Ｑの日四目。□の」垣巽・のロ⑰
ト昌の②コミｓミ目貫８三＆国Ｑ」雪」七℃・竃１割．
（６）○○］の⑫．。ｂ・ロ（・ｂ・」＆。
（
７
）
前
掲
拙
稿
「
労
働
憲
章
と
国
民
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」
、
五
五
’
五九頁。
（
８
）
戸
門
一
衛
「
経
済
安
定
化
計
画
の
導
入
背
景
と
展
開
ｌ
ブ
ラ
ン
コ
体
制
最
大
の
経
済
転
換
」
「
ス
ペ
イ
ン
史
研
究
』
二
号
、
一
九
八
四
年、三八頁。
（
９
）
長
谷
川
貴
士
「
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
労
働
運
動
（
１
）
（
一
九
三
九
～’九七五）」『六甲台論集』（神戸大・院）三○巻一一号、
’九八三年、一一○八’一一○九頁。
（Ⅷ）シＤｍＢｏ】Ｐ三一ｍ色の一少・の。ワ『の一○の８日』の目○のＱの｝の日Ｓ８‐
法
政
史
学
第
五
十
五
号
｝】の閂巨。｛ＨｍｐＰ巨厨｛四》」垣】》ｌ」》」回・のロ酊司。ご庁ロロロ・］．（の□・）
向包§ｐｏｓ・ミコロミミ⑰ミ○・国口『８－．局」＠霊七・毛・
（Ⅱ）囿四ごロｐ、》ロ苫の。宛の、ごョＰｂ・淫四・
（皿）一九四九年の段階での区分は以下の一一三組合。最終的に
は、産別組合は二八業種にまで拡大された。｜》穀物○円‐
のロ｝①の一一卵果実および野菜同『日・のごロ・ｓｏ（・のぎ○三‐
○
一
冊
一
一
一
》
オ
リ
ー
ブ
四
率
葡
萄
五
》
ビ
ー
ル
お
よ
び
飲
料
六
”
砂
糖
七
》
木
材
お
よ
び
コ
ル
ク
八
亜
牧
畜
九
癖
漁
業
一
○
血
皮
革
業
一
一
四
繊
維
一
二
》
製
造
業
Ｃ
Ｏ
ヨ
の
Ｃ
Ｑ
。
ご
’
三
津
金
属
一
四
魂
ガ
ラ
ス
お
よ
び
陶
器
一
五
》
建
設
一
六
亜
化
学
工
業
一
七
函
燃
料
０
．
日
宮
呂
ワ
ー
の
一
八
蕊
水
利
お
よ
び
電
力
’
九
蕊
新
聞
・
出
版
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
悪
己
の
］
・
勺『のロのｍごシ耳のの○国【一日の二○亜交通・コミュニケー
シ
ョ
ン
一
一
一
“
旅
館
業
二
二
》
保
険
・
銀
行
・
取
引
所
の①、貝○口目８『因○一のロ一一一一一“興業と植民地物産
（少の。【のごシロロロ一目・の冒忌の房烏。温□弓箭□＆言号』回②冒号
向いＣロゴ○一・ｍｍロ（】口、Ｐ岳乞・ロ・臣・）
（⑬）シｂ回国ＢＰＯ己・口芹・己・霞・
（ｕ）田口］【○巨【）の①ウ四の（国ロ・句ＨＣＢ一二日風○円の（○句ロロｇ】。ご閂】①の
睡日可の甸巴四口、】の（のごロｓｏ＆因｝】（Ｐ」ｃ】＠ｌ」や『、．】ご抑甸【四口○①の
Ｆロロロ。ごロｐＱｂｐ已勺【の⑰一○口（のＱの．）・向』目⑮②口冨ＱｓのｍＳｇミ
ヨ弓屋）の菖試の＆ＩＣのヨミペビロ己ロミ・○〆〔○Ｈｇ］＠℃Ｐｂ・】四四・
（旧）国一三○○ｇの声の①］口、ゴー・甸四一口ごｍの固の己四ｄｏ］ロロロロニの０吋の‐
口は。□。〔斤可の句Ｈｐｐｏｏ－の（屋ｚのョ『の白芹のご・日叩向屋ご己のＰ苫、観旦。‐
四
○
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この§ゴミこぐ○一・四つロ○・四」》舌・で・圏一口・屋・
（
肥
）
「
代
表
路
線
」
は
、
労
働
者
の
「
社
会
部
門
」
と
経
営
者
の
「
経
済
部
門
」
と
に
さ
ら
に
分
け
ら
れ
る
（
長
谷
川
「
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
労働運動（１）」、二○九頁）。「代表路線」では、低い職階
の
者
は
直
接
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
が
、
高
い
職
階
の
者
は
間
接
選
挙
及
び
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
指
名
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
（
同
論
文
、
二
○
九頁注八九）。
（Ⅳ）少で口ＢＱＰｏｂ・Ｏ－（・已・》」・
（旧）ご己．
（
旧
）
商
工
会
議
所
の
よ
う
な
経
営
者
の
組
織
は
、
○
の
ロ
の
枠
内
で
も
そ
の
存
続
を
許
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
経
営
者
達
は
産
別
組
合
内
で
労
働
者
と
分
離
し
て
再
組
織
さ
れ
た
（
国
呈
・
貝
・
己
・
三
・
℃．』』←）。
（別）ご己・己・圏団・
（
Ⅲ
）
長
谷
川
「
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
労
働
運
動
（
１
）
」
一
二
○
頁
。
（皿）同論文、二一○頁。
労
働
者
五
○
人
以
上
の
企
業
は
、
必
ず
審
査
員
会
（
企
業
の
長
と
十
人
以
内
の
審
査
員
か
ら
な
り
、
工
場
内
の
労
働
者
・
技
術
者
・
事
務員により選出される）を設置すべきものとされた。しか
し
実
際
に
は
そ
の
設
置
は
制
限
的
で
あ
り
、
一
九
五
三
年
に
は
労
働
者一○○○人以上の企業、一九五六年には五○○人以上の
企
業
に
そ
の
設
置
が
認
め
ら
れ
、
労
働
者
五
○
人
以
上
の
企
業
で
設
置
が
認
め
ら
れ
た
の
は
一
九
七
一
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た（同論文、二一○頁、注九六）。
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
ス
ペ
イ
ン
組
合
組
織
（
大
谷
）
（路）国＆【○こ『）○℃・口（・ロ・鴎＠・
（
皿
）
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
・
エ
ス
テ
ベ
ス
「
権
威
主
義
体
制
か
ら
民
主
体
制
への移行ｌスペインの場合」「論文集』（慶応大・院・法学
研
究
科
）
二
五
号
、
一
九
八
七
年
、
三
○
四
頁
。
（
閉
）
長
谷
川
「
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
労
働
運
動
（
１
）
」
二
二
頁
。
（肥）同論文、一二一頁。
（〃）団巴、。巨円．。ｂ・Ｏ－（・ロ・田『・
（
肥
）
ペ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
団
体
協
定
法
」
に
よ
る
団
体
協
定
の
件
数
は
、
一
九
五
八
年
に
一
件
、
五
九
年
一
七
九
件
、
六
二
年
四
一
二
件
だったという（祠四目の．。言８用品言の七・」霊・）。ヒルズ
は
、
一
九
五
九
年
に
二
○
五
件
の
団
体
協
定
が
締
結
さ
れ
、
六
万
七
九八○の企業、四一一一万三一一一一九名の労働者が影響を受けた
としている（二］の．○の。『ぬゆぎ巳菖・Ｐ・己・Ｐ」二Ｐｐ
＄
Ｐ
）
。
筆
者
は
現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
ら
の
数
値
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
確
認
す
る
手
段
を
持
た
な
い
た
め
、
両
説
を
併
記
す
る
と
と
も
に
付
表
に
は
最
も
詳
し
い
ア
パ
ラ
シ
オ
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
。
（四）長谷川「ブランコ体制と労働運動（１）」二一一一頁。
（別）四】｝｝の》○℃・口（・己・空乞・
（別）国】」｝の》○℃・ロ戸己・】ミ・
ヒ
ル
ズ
の
挙
げ
る
、
以
後
の
ス
ト
ラ
イ
キ
発
生
件
数
は
以
下
の
通
り○一
九
六
三
年
七
七
七
件
一
九
六
四
年
四
八
四
件
一
九
六
五
年
一
一
三
二
件
四
一
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一
九
六
六
年
一
七
九
件
一
九
六
七
年
五
六
七
件
タ
ラ
ゴ
ナ
で
の
第
四
回
組
合
集
会
に
お
け
る
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
報
告
。
但
し、国】一一の６℃・三・℃．】ミ・より再引用。
（皿）国四一（・貝○℃・三・℃．』色Ｉ医」・’九六四年に結成された
マ
ド
リ
ー
ド
労
働
者
委
員
会
は
、
元
々
は
純
理
派
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
主
義
者
と
共
産
主
義
者
と
の
合
作
の
産
物
で
あ
る
。
（鍋）Ｐの】○円、口已ＯｍＱの｝固のＢＱｏＱの①ロのＨｏＱの＄ヨ・のロトのど⑮⑫
田富苫只ロ）旨の言（ロ｛のＰロロ・可》ｌ」ＣＰ・
（
別
）
「
国
家
組
織
法
」
以
前
の
六
編
の
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
一
九
六
七
年
四
月
二
十
日
に
公
布
さ
れ
た
。
原
誠
、
小
林
利
郎
、
エ
ン
リ
ー
ヶ
・
コ
ン
ト
レ
ー
ラ
ス
、
牛
島
信
明
、
黒
田
清
彦
編
「
ス
ペ
イ
ン
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
三
省
堂
、
一
九
八
二
年
、
四
五
○
’
四
五
一
頁
。
（鍋）国］一一の．。□・ロ芹・ロ・】缶・
（弧）ご己・
（師）国巴｛。Ｅ【．。ｂ・口（・ロ・田②．
（胡）勺四目の．写冨８否、言の七・Ｊ詔・ブランコ体制において
は
、
「
労
働
憲
章
」
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
「
偉
大
な
る
決
起
の
日
」
七
月
十
八
日
が
、
労
働
を
讃
え
る
祝
日
と
さ
れ
て
い
た
。
（胡）国】一一の》○℃・臼（・己・砦助・
（仙）旧の】の日日ｎｍ］Ｑ①』「Ｑの［のワ【のＨｏＱの巴「」。①皀叩い⑮ビ⑩⑫甸巨ヨー
ロロ『ヨの苫『ロ行②》ＣＤ・】』『ｌ】『。．
（
虹
）
職
能
団
体
に
つ
い
て
は
（
蛆
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
岨
）
竹
村
英
輔
「
イ
タ
リ
ア
の
労
働
憲
章
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
法
政
史
学
第
五
十
万
号
所
編
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
国
家
と
社
会
（
５
）
ｌ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
体
制
』
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
七
九
年
、
二
七
四
頁
。
（
蛆
）
組
合
内
の
三
種
の
職
能
団
体
の
内
、
最
上
位
に
位
置
す
る
の
は
職
能
同
盟
（
□
己
。
□
）
で
あ
り
、
労
働
者
・
技
術
者
同
盟
（
ロ
ヨ
ョ
ロの日国富］＆。『の⑰『日のＣ己８の）と経営者同盟（ご己。ごＱの
向日ロ①の口１．の）の一一つが存在する（第一一一一条第一一一項）。任
意団体である職能連合（少のＣＱ囚Ｑ目のの）は、経営者・技
術
者
・
労
働
者
が
個
別
利
益
の
防
衛
の
た
め
に
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
組
合
内
で
対
応
す
る
職
能
同
盟
に
統
合
さ
れ
る
（第一一一一条第一・’一項）。職能集団（シ、『巨冨９．コのの）の位
置
付
け
は
不
明
な
部
分
が
あ
る
が
、
職
能
同
盟
の
下
位
機
関
と
し
て
扱っている。
（
坐
）
「
組
合
法
」
公
布
に
伴
い
、
一
九
七
一
年
新
設
さ
れ
た
官
庁
。
組
合
関
係
省
大
臣
に
組
合
全
国
代
表
は
従
属
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
思百Ｐ田ご苫８用侭冒のも．□夢Ｐｐつ・厨｝〔・巨『６℃・口（・
ロ・函一国・
（
妬
）
「
組
合
諸
結
社
（
引
用
者
注
ｌ
職
能
団
体
）
は
、
組
合
活
動
実
行
の
可
能
性
に
乏
し
く
、
組
合
の
労
働
者
代
表
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｅ
の
代
表
且
つ
労
働
者
の
代
表
と
い
う
矛
盾
を
担
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
法
も
、
労働者に要求を満足させる手段を与えなかった。」（長谷川
「ブランコ体制と労働運動（１）」、二一四頁、注一一一一。）
（妬）国四【○口［・ＣＤ．ｎ房・ロ・】全・
（⑭）ご己．
（
咄
）
中
塚
次
郎
「
ブ
ラ
ン
コ
独
裁
（
＄
器
年
ｌ
」
召
口
年
）
」
『
歴
史
学
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（付記）本論において史料として利用した、『基本法伊旦のの句目‐
＆日目巨のの』は、愛知県立大学の山本哲先生の御好意に
より参照させていただきました。ここに記して改めて感謝
の意を表します。
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
ス
ペ
イ
ン
組
合
組
織
（
大
谷
）
研究」六九○号、’九九六年、’二一頁。
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